
川
島
つ
ゆ
著
作
目
録
、
1
大
正
期
～
昭
和
二
十
年
ー

ーじ～

三
つ
ゆ
著
作
目
録

一
大
正
期
～
昭
和
二
十
年
一

、

古

．
庄

ゆ
 
き
 
子
編

凡
 
例

0
1
1
随
筆
類
 
※
1
1
物
語
・
小
説
類

◇
1
1
短
歌
・
俳
句
・
詩
類
 
◎
u
単
行
本

△
1
1
評
論
・
研
究
論
文
ロ
ー
1
共
著
・
共
述

○
以
上
の
分
類
は
便
宜
上
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
川
島
つ
ゆ
女
史
の
著
作
は
、

随
筆
と
小
説
・
随
筆
と
評
論
・
評
論
と
研
究
論
文
の
区
別
の
判
然
と
し
な
い
も

の
が
多
い
。
む
し
ろ
そ
れ
が
一
つ
の
大
き
な
特
色
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
付
記

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
'

す
る
。

○
大
正
期
の
筆
名
は
「
川
島
露
石
女
」
 
コ
露
石
女
」
 
「
つ
ゆ
」
 
「
つ
ゆ
女
」
 
「

川
島
い
し
子
」
等
が
多
い
。
 
「
川
島
つ
ゆ
」
は
昭
和
期
に
入
っ
て
主
と
な
り
、

や
が
て
こ
の
筆
名
に
統
一
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

○
掲
載
誌
号
数
は
確
認
で
き
る
限
り
、
月
号
、
巻
、
号
、
通
巻
号
に
わ
た
っ
て

「
入
れ
、
不
明
分
は
判
別
で
き
る
も
の
を
記
し
た
。

○
川
島
女
史
自
筆
書
入
れ
等
に
よ
っ
て
執
筆
時
の
明
ら
か
な
分
は
そ
れ
に
従
っ

て
整
理
し
、
他
は
発
表
時
を
記
し
た
。

○
目
録
作
成
に
当
っ
て
鹿
児
島
大
学
大
内
初
夫
教
授
に
御
助
言
を
、
別
府
大
学

国
文
科
卒
業
生
東
京
在
住
の
高
木
久
代
さ
ん
に
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

○
本
目
録
は
、
一
周
忌
に
作
成
し
た
も
の
（
自
家
製
版
）
に
、
改
訂
、
増
補
を

施
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
ま
だ
決
定
版
と
は
い
え
な
い
。
大
方
の
御
教
示
を

お
願
い
す
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
邸

 
 
 
大
正
期

大
正
三
年
（
二
十
三
才
）

 
 
7
月
相
州
大
雄
山
行
 
「
智
仁
勇
」
7
月
号
（
未
見
）

 
 
 
 
○
花
火
の
夜
 
 
 
「
新
修
養
」
8
月
号

「 
 
8
月
○
鎌
倉
山
の
一
夜

 
 
 
 
 
 
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
第
十
八
巻
第
二
号
（
子
規
居
士
十
三
回
忌
記

 
 
 
 
 
 
念
易
ノ
ニ
）

 
 
9
月
※
見
合
 
 
」
 
 
 
「
俳
味
」
 
1
1
月
号

 
 
1
1
月
○
露
け
き
夜
 
 
 
「
俳
味
」
 
（
第
五
巻
十
号
）

 
 
 
 
※
十
一
月
の
半
 
 
「
俳
味
」
4
年
1
月
号

大
正
四
年
（
二
十
四
才
）



2
月
○
お
歳
暮
配
り

4
月
◇
（
短
歌
七
首
）

 
6
（
俳
句
七
句

5
月
○
火
事

 
 
※
猫
．

6
月
◇
（
俳
句
五
句

 
「
俳
味
」

 
「
俳
味
」

三
音
選
中
）

 
「
俳
味
」

 
「
俳
味
」

 
「
夕
空
」

曖
音
信
中
）

 
「
俳
味
」

 
「
俳
味
」

2
月
号

4
月
号
．

4
月
号

6
月
号

 
 
7
月
○
（
短
歌
十
↓
首
）

 
 
9
月
（
？
）
○
伊
香
保
よ
り

 
 
 
 
○
少
女
方
の
た
め
に
「
少
年
俳
句
界
」
9
月
号
（
？
）

 
 
1
0
月
※
私
の
十
五
夜

 
 
1
1
月
◇
（
短
歌
二
十
一
首
）

 
 
 
 
○
（
其
の
五
）

 
 
1
2
月
◇
（
短
歌
二
十
首
）

 
4
月
中
※
山
に
居
て

大
正
五
年
（
ご
十
五
才
）

 
 
2
月
※
手
術
 
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

 
 
 
（
第
十
九
巻
五
号
、
通
巻
二
百
三
十
四
号
）

 
 
1
0
月
○
酒
の
銘
 
 
 
 
「
大
太
刀
」
1
0
月
号

 
 
 
 
○
庖
丁
と
指
と
 
 
 
？
 
 
 
1
0
月
号

 
 
1
1
月
○
お
師
匠
さ
ん
 
 
「
大
太
刀
」
1
1
丹
号

 
 
 
6
年
-
月
号

 
 
 
 
 
6
月
号

 
 
 
 
 
7
月
号

 
 
 
 
「
大
太
刀
」
9
月
号

 
「
大
太
刀
」
1
0
月
号

 
 
「
俳
味
」
1
1
月
月
嘱
、

 
「
大
太
刀
」
1
1
月
号

 
 
「
俳
味
」
1
2
月
号

「
夕
空
」
5
年
1
2
月
号

大
正
六
年
（
二
十
六
才
）

 
層
1
月
○
（
無
題
、
新
年
女
三
人
欄
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
無
花
果
」

 
 
2
月
○
廃
り

 
 
3
月
○
無
題

 
 
4
月
○
春
は
淋
し
い

 
 
5
月
◇
ひ
そ
む
思
ひ

 
 
6
月
◇
銀
の
虫

 
 
 
○
雨
だ
れ
の
音

 
 
7
月
※
夕
涼
み

 
 
-
月
～
9
月
連
載

 
 
 
※
 
白
い
蝶

 
 
 
（
途
中
「
な
が
れ
」

天
正
七
年
（
二
十
七
才
）

 
 
1
月
◇
水
銀

幽
5
月
※
浅
黄
幕

大
正
九
年
（
二
十
八
才
）

 
 
1
月
※
夢
の
お
猿

大
正
十
年
（
二
十
九
才
）

 
 
 
 
 
1
月
号

 
「
大
太
刀
」
2
月
号

 
 
「
夕
空
」
3
月
号

 
 
「
夕
空
」
．
4
月
号

「
近
代
芸
術
」
創
刊
号

「
近
代
芸
術
」
6
月
号

 
「
心
の
花
」
6
月
号

 
「
大
太
刀
」
7
月
号

 
「
無
花
果
」

「
合
歓
」
に
改
称
か
）

「
海
里
の
ご
と
く
」
？

 
 
「
心
の
花
」
5
月
号

 
 
（
第
二
十
二
巻
第
五
号
）

「
旅
の
日
記
」
？

「

の
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川
島
つ
ゆ
著
作
目
録
 
-
大
正
期
～
昭
和
二
十
年
目

 
 
3
月
△
芭
蕉
の
句
 
 
 
 
「
小
車
」
創
刊
号

 
 
1
0
月
△
俳
入
野
披
の
姓

 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
書
画
珍
本
雑
誌
」
1
0
月
号
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
七
号
）

大
正
十
一
年
（
三
十
才
）
．

 
 
2
月
△
芭
蕉
の
句
を
通
じ
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
書
画
珍
本
雑
誌
」
2
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
八
号
）

 
 
5
月
Q
神
山
御
嶽
e

 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
書
画
珍
本
雑
誌
」
5
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
九
号
）

 
 
9
月
○
神
山
御
嶽
口

 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
書
画
珍
本
雑
誌
」
9
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
十
号
）

 
 
1
1
月
※
貧
レ
い
支
那
皿
 
「
処
女
地
」
n
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
八
号
）

 
 
1
2
月
※
月
標
の
な
い
生
活
「
処
女
地
」
1
1
2
月
号

 
 
 
 
 
 
 
、
，
 
 
 
 
 
 
 
（
第
九
号
）

 
 
 
 
○
台
覧
競
漕
の
日
「
書
画
珍
本
雑
誌
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
2
月
号
（
第
十
一
号
）

大
正
十
二
年
（
三
十
一
才
）

 
 
1
月
◇
お
ば
さ
ん
 
 
 
「
処
女
地
」
終
刊
号

 
 
 
 
○
瓜
の
花
 
 
 
 
「
処
女
地
」
終
刊
号

（
第
十
号
）

大
正
十
三
年
（
三
十
二
才
）

 
 
9
月
（
？
）
□
楳
三
布
席
と
其
の
俳
句

 
 
 
 
 
 
-
近
代
俳
人
の
研
究
（
第
一
回
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
に
ひ
は
ど
 
9
月
号
（
？
）

 
 
1
1
月
△
芭
蕉
と
女
性
「
に
ひ
は
り
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
1
月
特
輯
 
芭
蕉
号

 
 
1
1
月
□
藤
森
素
業
と
其
の
俳
句

 
 
 
 
 
 
一
近
代
俳
入
の
研
究
（
第
三
回
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
に
ひ
は
り
」
1
1
月
号

 
 
 
 
◇
新
連
句
詠
草
（
晋
風
畠
中
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
に
ひ
は
り
」
1
1
月
号

 
 
1
2
月
（
？
）
□
花
長
老
春
樹
と
其
の
俳
句

 
 
 
 
 
 
 
-
近
代
俳
人
の
研
究
（
第
四
回
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
に
ひ
は
り
」
1
2
月
号
（
？
）

大
正
十
四
年
（
三
十
三
才
）

 
 
5
丹
○
御
嶽
の
七
さ
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
書
画
珍
本
雑
誌
」
5
月
号

 
 
痔
※
寵
く
旧
辞
。
翼
砂
」
6
月
号

○
ご
の
年
の
も
の
ど
考
え
ら
れ
て
、
月
号
未
確
認
の
も
の
。

 
 
？
 
◇
（
連
句
 
錦
風
・
露
石
両
吟
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
に
ひ
は
り
」
 
？
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□
粟
田
樗
堂
と
其
の
俳
句

 
 
 
 
 
 
 
-
近
代
俳
人
の
研
究
（
第
五
回
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
に
ひ
は
り
」
 
？

 
 
9
 
□
飯
島
吐
月
と
其
の
俳
句

 
 
 
 
 
 
．
-
近
代
俳
人
の
研
究
（
第
六
回
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
に
ひ
は
触
」
 
？

 
 
9
・
△
添
削
と
句
評
「
に
ひ
は
り
」
 
？

 
 
 
，
□
児
島
大
甘
と
其
の
俳
句

 
 
 
 
 
 
 
-
近
代
俳
人
の
研
究
（
第
七
回
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
「
に
ひ
は
り
」
 
？

 
 
？
 
□
炭
太
祇
と
其
の
俳
句

 
 
 
 
 
 
 
i
近
代
俳
人
の
研
究
（
第
八
回
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
に
ひ
は
り
」
 
？

 
．
？
 
□
炭
太
舐
と
其
の
俳
句
（
続
）

 
 
 
 
 
 
 
」
近
代
俳
人
の
研
究
（
第
九
回
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
に
ひ
は
り
」
 
勉

 
 
？
 
□
炭
太
祇
と
其
の
俳
句
（
続
）

 
 
 
 
 
 
 
1
近
代
俳
人
の
研
究
（
第
十
回
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
に
ひ
は
り
」
 
？

犬
正
十
五
年
（
三
十
五
才
）

 
 
1
月
◎
一
茶
俳
句
新
釈
 
 
 
 
 
、
紅
玉
堂

 
 
（
？
）
□
榎
本
星
布
女
と
其
の
俳
句

 
 
 
 
 
 
 
一
近
代
俳
人
の
研
究
（
第
十
'
回
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
黄
機
」
1
月
号
（
？
）

2
月
（
？
）
□
榎
本
星
布
尼
と
其
の
俳
句

 
 
 
 
 
-
近
代
俳
人
の
研
究
（
第
十
二
回
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
黄
機
」
2
月
号
（
？
）

（
？
）
△
捨
鶏
に
つ
い
て
 
「
黄
蓮
」
2
月
号
（
？
）

 
 
 
△
桜
を
見
ぬ
桜
の
国
の
人
 
「
桜
」
 
？

3
月
△
木
母
寺
「
芭
蕉
翁
臨
滅
度
之
図
」
碑
に
つ
い
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
史
」
3
月
号

（
？
）
□
樗
庵
麦
水
と
其
の
俳
句
（
上
）

 
 
 
 
1
近
代
憐
人
の
研
究
（
第
十
三
回
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
黄
燈
」
3
月
号
（
？
）

4
月
（
？
）
□
樗
庵
添
水
と
其
の
俳
句
（
下
）

 
 
 
 
-
近
代
俳
人
の
研
究
（
第
十
四
回
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
黄
澄
」
4
月
号
（
？
）

5
月
○
漫
話
漫
読
 
 
 
 
「
読
書
人
」
5
月
号

 
 
○
因
業
婆
の
話
「
書
画
珍
本
雑
誌
」
'

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
月
号

？
，
□
春
秋
庵
白
雄
と
其
の
俳
句
（
上
）

 
 
 
 
 
…
中
興
俳
階
史
研
究
（
第
十
五
回
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
黄
榿
」
5
月
号
、
（
？
）

6
肩
（
？
）
□
春
秋
庵
白
雄
と
其
の
俳
句
（
下
）

 
 
 
 
-
三
階
史
の
研
究
（
第
十
六
回
）
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
黄
機
」
6
月
号
（
？
）

7
月
（
？
）
□
無
為
庵
下
士
と
其
の
俳
句
（
上
）
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＼

川
島
つ
ゆ
著
作
目
録
 
-
大
正
期
～
昭
和
二
十
年
一

 
 
 
 
 
 
 
一
三
譜
史
研
究
（
第
十
七
趾
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
黄
燈
」
7
月
号
（
？
）

 
 
 
 
△
江
戸
時
代
の
一
茶
「
早
稲
田
文
学
」
7
月
号

 
 
 
 
 
 
（
二
百
四
十
六
号
一
茶
百
年
記
念
）

 
 
ゆ
月
△
野
性
の
愛
 
 
 
「
黄
禮
」
9
月
号
 
 
 
～

 
 
 
 
 
 
 
一
茶
百
年
号
（
第
一
巻
第
九
号
）

 
 
 
 
◇
（
俳
句
三
句
、
例
会
・
各
地
会
報
回
収
）
・

 
 
1
0
月
△
涼
熱
往
来
 
 
 
「
諾
諾
」
 
1
0
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
'
巻
第
十
号
）

 
 
 
 
△
黒
沢
氏
の
「
一
茶
研
究
」
に
つ
い
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
黄
榿
」
 
1
0
月
号

、
 
1
2
月
△
柏
原
よ
り
野
尻
湖
へ
 
「
史
」
1
2
月
号

 
 
 
 
△
紙
袋
に
書
い
た
一
茶
遺
稿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
早
稲
田
文
学
」
1
2
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
二
百
五
十
一
号
）

 
 
（
？
）
□
春
泥
舎
召
波
と
其
俳
句
（
上
）

 
 
 
 
 
 
i
俳
階
史
研
究
第
二
十
回

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
黄
榿
」
 
1
2
月
号
（
？
）

○
大
正
期
の
も
の
ど
考
え
ら
れ
て
、
発
表
年
次
、
掲
載
属
名
未
確
認
の
も
の

 
○
酒
屋
の
猫
 
 
 
 
 
・
 
「
俳
味
ト

 
※
お
と
つ
れ
 
 
 
 
 
 
「
俳
味
」

 
◇
（
病
中
吟
三
句
）

 
歎
窓
の
世
界
 
 
 
 
 
 
「
少
年
俳
句
界
」

 
※
枯
野
 
 
 
 
 
 
 
 
「
少
年
俳
句
界
」

◇
彼
の
日
の
篠
に
（
短
歌
十
首
）

△
芭
蕉
の
見
た
桜
と
一
茶
の
見
た
桜

○
真
間
よ
り
鴻
の
骨
ま
で
 
「
黄
榿
」
 
（
？
）

◇
（
連
句
 
国
府
台
の
句
会
中
）
 
「
黄
榿
」

◇
初
御
空
（
露
石
・
錦
風
両
吟
）
「
黄
榿
」

◇
新
連
句
（
回
外
・
晋
風
・
つ
ゆ
女
三
吟
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
黄
榿
」

◇
新
運
句
会
詠
草
（
鳩
里
、
黒
谷
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
玉
書
」

（
？
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
館
石
女
三
吟
）

 
◇
（
俳
句
一
句
）
 
 
 
 
「
黄
榿
」

 
◇
（
俳
句
断
句
「
藤
村
先
生
」
外
）
「
黄
榿
」

 
◇
市
中
（
俳
句
十
四
句
）

 
昭
和
二
十
年
ま
で

昭
和
二
年
（
三
十
六
才
）

 
 
-
月
O
箱
根
漫
筆
 
 
 
「
史
」
-
月
号

 
 
2
月
△
一
茶
雑
録
 
 
 
 
「
黄
燈
」
2
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
二
巻
第
二
号
）

 
 
 
 
□
南
無
君
臨
更
と
其
の
俳
句
（
上
）

 
 
 
 
 
 
一
俳
階
史
の
研
究
（
第
二
十
一
回
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
黄
澄
」
2
月
号

 
 
 
 
◇
（
俳
句
五
句
 
黄
榿
集
《
其
；
収
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
黄
榿
」
2
月
号

 
 
 
 
O
春
の
一
日
 
 
 
 
「
史
」
 
②
月
号

／
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9
月
△
一
茶
村
の
秋
 
「
都
新
聞
」
9
月
2
4
日
 
2
5
日

 
 
 
 
 
 
 
 
は
ま
な
す

 
 
H
月
◎
句
歌
詩
集
面
魂
 
 
 
 
 
 
境
地
社

○
こ
の
年
中
の
も
の
乏
考
え
ら
れ
て
、
掲
載
月
の
不
明
な
も
の

 
 
 
 
○
朝
妻
桜
 
 
 
 
 
 
 
「
桜
」
 
（
？
）

 
 
 
 
△
與
野
の
荘
丹
 
 
 
 
 
 
「
黄
榿
」

昭
和
三
年
（
三
十
七
才
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．

 
 
1
月
□
芥
川
龍
之
介
俳
句
研
究

 
 
 
 
 
1
第
一
回
 
 
 
、
「
境
地
」
 
1
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
二
巻
第
一
号
）

 
 
 
 
◇
時
雨
雲
（
同
人
句
集
《
其
；
欄
収
三
句
、
他
欄
二
句
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
境
地
」
 
2
月
号
'

 
 
2
月
△
七
番
日
記
の
植
物
怪
異

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
境
地
」
 
2
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
二
巻
第
二
号
）

 
 
4
月
◇
さ
し
柳
（
四
月
耳
垂
収
奪
句
、
他
欄
一
句
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
境
地
」
 
4
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
二
巻
第
四
号
）

 
 
5
月
○
魚
の
饒
舌
 
 
 
「
境
地
」
 
5
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
二
巻
第
五
号
）

 
 
6
月
◇
五
年
越
レ
（
六
月
集
貢
収
九
句
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
境
地
」
 
6
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
二
巻
一
第
六
口
万
）

 
 
7
月
□
芥
川
龍
之
介
俳
句
研
究
「
境
地
」
7
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
二
巻
第
七
号
）

 
 
◎
一
茶
の
種
々
相
 
 
 
 
 
春
秋
社

8
月
◇
う
た
た
ね
（
八
月
集
欄
四
四
句
、
他
三
三
句
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
境
地
」
8
・
9
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
二
巻
第
八
号
）

9
月
（
？
）
◇
こ
の
半
歳
（
俳
句
十
九
句
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
女
人
芸
術
」
9
月
号
（
？
）

10

氏
栫
i
谷
中
の
会
欄
一
句
）
「
境
地
」
1
0
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
二
巻
第
九
号
）

昭
和
四
年
（
三
十
八
才
）

 
 
9
月
◇
春
三
巡
 
 
 
「
女
人
芸
術
」
3
月
号

 
 
 
 
 
自
伝
的
恋
愛
小
説
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
二
巻
第
三
号
）

 
 
9
月
※
鼠
色
の
外
套
 
 
「
女
人
芸
術
」
9
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
二
巻
第
九
号
）

昭
和
五
年
（
三
十
九
才
）

 
 
2
月
○
体
格
の
不
整
を
補
う
保
護
色

 
 
 
 
 
 
」
 
 
．
 
 
「
婦
人
画
報
」
2
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
通
巻
二
百
九
十
五
号
）

昭
和
六
年
（
四
十
才
）

 
 
2
月
◎
一
茶
俳
句
新
釈
（
再
版
）
大
地
社
書
店
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i
大
正
期
～
昭
和
二
十
年
一

4
月
※
遭
難
‘

5
月
※
遭
難

「
明
る
い
家
」
4
月
号

（
通
巻
百
六
十
一
二
口
万
）

「
明
る
い
家
」
5
月
号

（
通
巻
百
六
十
四
号
）

昭
和
九
年
（
四
十
一
才
）

 
 
1
2
月
○
沼
田
つ
ゆ
子
夫
亡
人
通
信

 
 
 
「
理
科
大
学
簡
易
講
習
科
同
窓
会
誌
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
八
十
二
号
）

昭
和
十
年
（
四
十
二
才
）

 
 
3
月
○
冬
の
花
 
 
 
 
 
「
黄
禮
」
3
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
山
ハ
巻
第
ご
冨
万
）

 
 
 
 
□
七
部
集
鑑
賞
（
七
七
）

 
 
 
 
 
i
落
三
舎
去
来
の
俳
句
「
黄
燈
」
3
月
号

 
 
4
月
□
七
部
集
鑑
賞
（
其
八
）

 
 
 
 
 
1
阿
圭
風
兆
の
俳
句
「
黄
榿
」
4
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
六
巻
第
四
号
）

 
 
 
 
○
春
の
花
 
 
 
 
 
「
黄
榿
」
4
月
号

 
 
5
月
○
夏
の
花
（
其
の
一
）
「
五
障
」
5
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
六
巻
第
五
号
）

 
 
 
 
□
七
部
集
鑑
賞
（
其
九
）

 
 
 
 
 
-
趙
北
枝
め
俳
句
 
 
「
黄
榿
」
5
月
号

 
 
6
月
○
夏
の
花
（
其
の
二
）
「
黄
榿
」
6
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
山
ハ
巻
第
一
ハ
ロ
万
）
」

 
，
□
七
部
集
鑑
賞
（
其
十
）

 
 
1
些
中
庵
三
芳
の
俳
句

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
半
里
」
6
月
号

7
月
◎
歌
集
銀
の
壷
 
 
 
 
 
 
 
幽
交
蘭
社

 
 
○
夏
の
花
（
其
の
三
）
 
「
黄
榿
」
7
月
号

 
 
 
 
 
 
、
 
 
 
（
第
六
巻
第
七
号
Y
．

 
 
□
七
部
集
鑑
賞
（
第
十
一
）

 
 
 
-
冬
の
日
の
連
句
（
其
の
一
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
黄
機
」
7
月
号

8
月
□
七
部
集
鑑
賞
（
第
十
二
．
）

 
 
・
1
冬
の
日
の
連
句
（
其
の
二
）
8
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
六
巻
第
八
号
）

9
月
○
花
の
随
筆
 
 
 
 
「
黄
機
」
9
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
六
巻
第
九
号
）

 
 
□
七
部
集
鑑
賞
（
第
十
三
）

 
 
 
-
冬
の
日
の
連
句
（
其
の
三
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
黄
燈
」
9
月
号

10

氏
?
ｵ
部
集
鑑
賞
（
第
十
四
回
）

 
 
 
1
冬
の
日
の
連
句
（
其
の
四
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
紅
燈
」
1
0
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
六
巻
第
十
口
万
）

 
 
○
花
の
随
筆
 
 
 
 
噛
「
黄
燈
」
1
0
月
号

11

氏
?
ｵ
部
集
鑑
賞
（
第
十
五
回
）
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レ
冬
の
日
の
連
句
（
其
の
五
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
黄
榿
」
1
1
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
六
巻
第
十
一
号
）

 
 
 
 
○
花
の
随
筆
 
 
 
 
「
片
輪
」
1
1
月
号

 
 
1
2
月
□
芭
蕉
連
句
新
研
究
（
一
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
南
祠
」
1
2
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
二
十
三
巻
十
二
号
）

 
 
1
2
月
□
七
部
集
鑑
賞
（
第
十
六
回
）

 
 
 
 
 
1
冬
の
日
の
連
句
（
其
の
六
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
黄
榿
」
珍
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
六
巻
第
十
二
口
万
）

 
 
 
 
○
花
の
随
筆
、
 
「
薩
三
月
号

昭
和
十
一
年
（
四
十
三
才
）

 
 
2
月
○
芭
蕉
連
句
新
研
究
（
四
）

 
 
 
 
 
 
1
物
の
親
 
 
 
「
南
祠
」
2
月
号

 
 
 
 
〇
七
部
集
鑑
賞
（
第
十
七
回
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
黄
燈
」
2
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
七
巻
第
二
号
）

 
 
 
 
◎
一
茶
俳
句
新
釈
（
三
三
）
 
 
全
三
社

 
 
3
月
〇
七
部
集
鑑
賞
（
第
十
八
回
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
黄
榿
」
3
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
章
七
巻
第
三
号
）

 
 
6
月
D
一
茶
の
書
翰
二
通
「
連
-
歌
と
俳
譜
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
二
号

 
 
7
月
○
白
百
合
 
 
 
「
む
ら
さ
き
」
7
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
三
巻
第
七
号
）

 
 
 
 
○
あ
る
日
 
 
 
 
「
東
綴
」
7
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
六
巻
第
七
号
）

昭
和
十
二
年
（
四
十
四
才
）

 
 
8
月
〇
七
部
集
論
 
「
古
典
研
究
」
別
冊
附
録

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
二
巻
第
八
号
）

 
 
角
△
毛
袋
を
語
る
「
む
ら
さ
き
す
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
四
巻
第
九
号
）

昭
和
十
三
年
（
四
十
五
才
）

 
 
7
月
△
蕪
．
村
名
句
鑑
賞
「
国
文
学
 
解
釈
と
鑑
賞
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
月
号
（
第
二
十
六
号
）

昭
和
十
四
年
（
四
十
六
才
）

 
 
誼
月
△
未
知
数
 
「
書
勿
展
望
」
2
月
号

 
 
 
 
（
第
九
巻
第
二
号
、
通
巻
第
九
十
二
号
〉

昭
和
十
五
年
（
四
十
七
才
）

 
 
-
月
○
凡
兆
と
い
ふ
人
「
書
物
量
∵
月
号
、

 
 
 
 
 
 
（
第
十
巻
第
一
号
、
通
巻
百
三
号
）

 
 
5
月
○
園
女
の
俳
風
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一
大
正
期
～
昭
和
二
十
年
1

 
 
 
 
 
 
 
 
「
国
文
学
 
解
釈
と
鑑
賞
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
月
号
（
第
四
十
八
号
）

 
 
τ
月
△
真
夏
の
孤
独
 
、
「
季
節
」
「
天
河
号
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
二
巻
第
七
号
）

 
 
H
月
◎
芭
蕉
七
部
集
俳
句
鑑
賞
 
 
 
春
秋
社

 
 
1
2
月
σ
コ
ン
ト
は
俳
譜
で
あ
る

 
 
 
 
 
「
あ
て
ね
 
日
仏
ア
テ
ネ
校
友
会
報
」
 
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
1
2
号
）

昭
和
十
六
年
（
四
十
八
才
）

 
 
1
月
○
小
さ
な
も
の
（
東
京
婦
人
だ
よ
り
5
）

 
 
 
 
 
 
「
満
洲
新
聞
」
康
徳
8
年
一
月
七
日

 
 
8
月
△
明
朗
な
近
代
性
「
喜
多
」
9
月
号

 
 
 
 
 
 
 
神
田
豊
穂
氏
追
悼
号
（
第
十
九
巻
九
号
）

 
 
1
1
月
○
秋
深
く
-
都
会
の
静
寂
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
月
明
」
露
霜
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
四
巻
第
十
一
号
）

昭
和
十
七
年
（
四
十
九
貫
目
，

 
 
．
2
月
○
思
出
さ
れ
る
話
 
 
「
喜
多
」
2
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
二
十
巻
第
二
号
）

 
 
 
 
○
早
春
 
 
 
 
 
 
「
温
泉
」
2
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
十
三
巻
第
二
号
）

 
 
4
月
△
覚
え
三
一
本
間
丹
野
の
こ
と
ど
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
喜
多
」
4
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
二
＋
巻
第
四
号
）

 
 
1
0
月
◎
混
成
酒
 
 
 
 
「
月
明
」
初
霜
号
'

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
五
巻
第
九
号
）

 
 
 
 
◎
加
賀
の
千
代
女
 
 
 
 
 
 
小
学
館

 
 
H
月
○
知
ら
ざ
る
者
の
手
記
「
喜
多
」
H
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
二
十
巻
第
十
一
号
）

昭
和
十
八
年
（
五
十
才
）

 
 
1
月
□
「
真
夏
の
孤
独
」
 
 
 
「
日
本
の
四
季
」
 
 
 
 
 
 
 
，
／

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
凋
明
文
庫
）
、

 
 
7
月
△
覚
え
書
-
越
人
の
手
紙
其
他
「
喜
多
」
7
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
二
十
一
…
巻
第
七
号
）

 
 
9
月
△
惟
然
・
一
茶
、
越
人
「
書
物
展
望
」
9
月
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
十
三
巻
第
九
号
、
通
巻
第
百
四
十
七
号
）

 
 
1
0
月
△
奥
の
細
道
の
あ
く
 
 
「
書
物
展
望
」

 
 
 
 
 
 
芭
蕉
翁
顕
彰
記
念
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
十
三
巻
第
十
号
、
通
巻
百
匹
十
八
号
）

 
○
こ
の
年
◇
一
茶
と
蟷
螂
（
未
定
稿
）
「
新
暦
」
3
4
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
3
2
年
4
月
）

昭
和
十
九
年
（
五
十
一
才
）

 
 
1
0
月
△
新
資
料
一
茶
連
句
 
 
「
書
物
展
望
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
会
報
第
四
冊
）
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